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1。 (自 由度 2の連成振動)両償1の壁にバネ定数 たのバネで繋がれた質量π の二つのおもりを、更に

バネ定数 た′のバネで一直線に繋いだ系を考える (図 1):こ の系の 1次元的な運動について、次の

問いに答えなさい。

1)時刻 tでのそれぞれのおもりの平衡点からの変位を″1(t)、 χ2(ι)と して、それらが従う運動

方程式を書きなさい。

2)こ の連成振動の 2つの基準モードの基準振動数を求めなさい。

3)上間で得たそれぞれの振動数に対応する基準座標を求めなさい。

4)初期条件をχl(0)=△ ,力1(0)="2(0)=力 2(0)=0と 置いた時の解 zl(ι ),"2(1)を求めなさい。

図 1:2連成振動子

(連成振動のポテンシャル)上間の連成振動子のポテンシャル y(χ
l,χ2)は、3つのバネに蓄えら

れたポテンシャル・エネルギーの総和として与えられる。端の二つのバネとん中のバネの自然長を

それぞれι。、:も、また平衡状態での長さをそれぞれι、;′ としたときのポテンシャルが次の式で与
えられることを示しなさい。
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この結果を使って、運動方程式が平衡状態でのバネの伸びに依らないことを示しなさい。

(ポ テンシャルと基準座標)こ の2次元運動のポテンシャルの対称軸は、連成振動の 2つの基準座

標の方向に一致する。これを、二つのおもりの質量が等しい場合に問 2で求めたポテンシャルを

使って示しなさい。

(一般の連成振動 と固有値問題)一般に自由度 2の連成振動の運動方程式は

多(麓口)一 (努 諺)(鯛 )●
と書ける。 この連立微分方程式の解を

(I:|:|)=(11)COS(ω
t十 の

とお くとヽ、し2は行列 Lの固有値 λとな り、2次方程式
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の解として求まることを示しなさい。また、定数列ベクトル Aは その固有ベクトルになる。2つ

の基準振動数ωの値と、それに対応する固有ベクトル Aの成分比ス2/‐41を行列 Lの成分を使つ

て表しなさい。


